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ら
に
11
月
14
日
の
み
、
健
康
栄
養
学
科
の
学
生
が
調
理

し
た
、
無
農
薬
じ
ゃ
が
い
も
の
焼
き
コ
ロ
ッ
ケ
の
ト
ッ

ピ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

学
生
食
堂
に
来
た
学
生
ら
は
早
速
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
注
文
し
て
お
り
、「
お
米
が
と
て
も
美
味
し
い
」
と

い
う
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

林
組
合
長
か
ら
は
、「
今
年
も
大
変
良
い
お
米
が
で

き
た
の
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
是
非
と
も
お
い
し
い

お
米
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
新
米
で
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
、
12
月
中

旬
ま
で
５
回
に
分
け
て
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

南
幌
町
と
北
海
道
文
教
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
に

基
づ
く
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
11
月
14
日
（
木
）、

北
海
道
文
教
大
学
で
新
米
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
贈
呈
さ
れ
た
の
は
、「
な
ん
ぽ
ろ
ピ
ュ
ア
ラ
イ

ス
な
な
つ
ぼ
し
」
1
0
0
㎏
で
、
贈
呈
式
で
は
、
林
組

合
長
と
大
崎
町
長
よ
り
渡
部
学
長
へ
米
俵
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
米
の
贈
呈
は
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
昨

年
に
続
き
、
学
内
の
学
生
食
堂
に
て
1
0
0
円
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
と
し
て
学
生
に
振
舞
わ
れ
て
お
り
、
本
年
は
さ

南
幌
町
産
の
お
米
の
美
味
し
さ
を
伝
え
た
い
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11
月
19
日（
火
）、ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
廃
農
ポ
リ
・

ビ
ニ
ー
ル
回
収
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
南
幌
町
産
業
振
興
課
職
員
、
J
A
資
材
課

職
員
で
荷
降
ろ
し
や
積
込
み
、
車
両
の
誘
導
等
を
行
い

ま
し
た
。

　

受
入
れ
は
、
午
前
と
午
後
で
地
区
割
を
実
施
し
組
合

員
の
皆
様
の
協
力
も
あ
り
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
雪
が
降
っ
て
お
り
、
路
面
状
況
が
悪
い
な

か
、
た
く
さ
ん
の
組
合
員
が
搬
入
を
行
い
、
の
べ

1
4
9
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
搬
入
に
訪
れ
、
回
収
さ
れ
た

廃
棄
物
は
約
30
ｔ
と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
廃
農
ポ
リ
・
ビ
ニ
ー
ル
回
収
実
施

　

11
月
19
日
（
火
）、
第
７
回
営
農
振
興
組
合
長
会
議

終
了
後
に
営
農
振
興
組
合
長
会
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
は
19
名
が
参
加
し
、
石
狩
市
に
あ
る
ホ
ク
レ

ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
工
場
の
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

見
学
で
は
、
工
場
の
概
要
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
を
観
た
あ

と
、
米
の
調
製
ラ
イ
ン
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
米
を
入
れ
る
作

業
工
程
の
様
子
な
ど
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
工
程
や
歴
史
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
に
は
、
札
幌
市
の
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
に

て
慰
労
会
が
行
わ
れ
、
近
況
報
告
や
本
年
の
作
柄
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 営

農
振
興
組
合
長
会
研
修
会
開
催

　

11
月
25
日
（
月
）、
南
幌
神
社
に
お
い
て
収
穫
感
謝

祭
が
行
わ
れ
、
林
組
合
長
を
は
じ
め
全
役
員
、
青
年

部
長
、
女
性
部
長
、
各
部
署
の
部
・
室
・
次
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
大
き
な
自
然
災
害
や
天
候
不
良
も
な
く
、

豊
穣
の
秋
が
迎
え
ら
れ
た
１
年
と
な
り
、
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
玉
串
奉
奠
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
、
今
年
以
上
の
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
、
組
合
員
、
J
A
職
員
等
の
無
病
息

災
を
祈
願
し
て
、
お
祓
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
り
の
秋
に
感
謝
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青
年
部
研
修
会
で
経
営
に
つ
い
て
学
ぶ

　
10
月
25
日
（
金
）、
J
A
3
階
大
会
議
室
で
金
融
部
経
営
相

談
課
職
員
を
講
師
と
し
て
、
青
年
部
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、「
組
合
員
勘
定（
ク
ミ
カ
ン
）制
度
に
つ
い
て
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
石
橋
係
長
（
金
融
部
・
経
営
相
談
課
）

よ
り
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
ク
ミ
カ
ン
の
成
り
立
ち
や
仕
組
み
、
メ
リ
ッ
ト

な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
、
盟
友
ら
は
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
の
中
に
は
青
年
部
に
入
部
す
る
予
定
の
方

も
数
名
お
り
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
J
A
青
年
部
で
は
、
今
後
も
盟
友
一
人
一
人
が
今
後
の
農

業
情
勢
に
目
を
向
け
ら
れ
る
様
な
活
動
や
研
修
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
他
単
組
と
親
睦
を
深
め
る

発行者
JA なんぽろ青年部
編集責任者　若杉 宗樹

　
10
月
29
日
（
火
）、
栗
沢
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
て
、

空
知
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
８
単
組
の
青
年
部
に
よ
る
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
盟
友
と
Ｊ
Ａ
職
員
合
わ
せ
て
７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
各
コ
ー
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
な
か
、
南
幌
チ
ー
ム
は
上
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

を
決
め
る
試
合
で
惜
し
く
も
フ
ル
セ
ッ
ト
で
破
れ
、
最

終
的
に
は
２
勝
２
敗
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
盟
友
か
ら
は
、「
普
段
関
わ
り
が
少
な
い
他

単
組
や
J
A
職
員
と
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
な
に
よ
り
誰
も
け
が
を
す
る
こ
と
な
く
終
わ

れ
て
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
に
は
、
岩
見
沢
市
内
の
ホ
テ
ル
で
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
単
組
や
J
A
職
員
の
枠
を
超
え
て
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　

11
月
18
日（
月
）、J
A
な
ん
ぽ
ろ
３
階
大
会
議
室
で
、

来
年
夏
の
参
議
院
選
挙
で
J
A
グ
ル
ー
プ
代
表
と
し
て

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
、
東
野
ひ
で
き
氏
を
お
招
き

し
、「
東
野
ひ
で
き
君
を
励
ま
す
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
組
合
員
、
役
職
員
出
席
の
も
と
、
林

組
合
長
よ
り
激
励
の
言
葉
を
贈
り
、
ホ
ク
レ
ン
の
篠
原

会
長
か
ら
も
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
野
氏

よ
り
現
在
の
北
海
道
、
日
本
の
農
業
に
対
す
る
熱
い
想

い
と
と
も
に
決
意
表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
青
年
部
の
奈
良
岡
部
長
を
先
頭
に
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
が
行
わ
れ
、
励
ま
す
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

東
野
ひ
で
き
君
を
励
ま
す
会
を
開
催
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南
幌
町
農
業
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　
青
年
部
食
育
班
で
は
、
食
育
食
農
事
業
と
し
て
南
幌
小
学
校
５
年
生
を

対
象
に
、
な
ん
ぽ
ろ
農
業
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
な
ん
ぽ
ろ
で
と
れ
る
好
き
な
食
べ
物
！
」
と
題
し
て
南
幌
小

学
校
５
年
生
に
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
を
依
頼
し
、
町
内
で
収
穫
さ
れ
る
好
き

な
野
菜
を
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
例
会
時
に
選
考
会
を
設
け
、
金
・
銀
・
銅
賞
を
選
び
ま
し
た
。
今
回
の

選
考
は
同
票
に
よ
り
決
選
投
票
が
行
わ
れ
る
ほ
ど
の
接
戦
と
な
り
ま
し

た
。
選
考
に
参
加
し
た
盟
友
か
ら
は
、「
今
年
は
絵
の
上
手
な
子
が
多
く
、

大
変
だ
っ
た
」
と
い
う
声
が
上
が
る
な
ど
、真
剣
に
選
考
し
て
い
ま
し
た
。

　
後
日
、
南
幌
小
学
校
に
報
告
を
行
い
、
入
賞
者
に
は
、
南
幌
町
特
産
品

の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
を
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
頂
い
た
児
童
に
は

参
加
賞
と
し
て
、
な
ん
ぽ
ろ
ピ
ュ
ア
ラ
イ
ス
な
な
つ
ぼ
し
２
合
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

空
知
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
大
会
に
参
加

　
11
月
14
日
（
木
）、
岩
見
沢
市
の
空
知
農
業
会
館
で
開
催

さ
れ
た
空
知
農
協
青
年
部
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
大
会
に
、

青
年
部
役
員
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て
空
知
大
会
で
発

表
を
行
う
J
A
夕
張
市
青
年
部
と
J
A
月
形
町
青
年
部
に
よ

る
「
青
年
の
主
張
」、
J
A
い
わ
み
ざ
わ
青
年
部
と
J
A
な

が
ぬ
ま
青
年
部
に
よ
る
「
動
画
で
発
信
！
農
の
魅
力
」
の
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
、
岩
見
沢
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
空
知
大
会
で

催
さ
れ
る
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
の
予
選
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
75
㎏
以
上
の
部
に
出
場
し
た
池
岡
氏
は
２
位
と
惜

し
く
も
優
勝
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
予
選
勝
ち
抜
け

と
な
り
、
空
知
大
会
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
同

会
場
に
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
単
組
間
の
情
報
交
換
を
行
う

な
ど
、
空
知
大
会
に
向
け
よ
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

発行者
JA なんぽろ青年部
編集責任者　若杉 宗樹

く
る
る
の
杜
う
ど
ん
作
り
体
験
に
参
加

　
11
月
16
日
（
土
）、
J
A
な
ん
ぽ
ろ
青
年
部
で
は
、
ホ
ク
レ

ン
「
く
る
る
の
杜
」
主
催
の
う
ど
ん
作
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
親
子
７
組
の
21
名
が
体
験
に
訪
れ
、「
く
る
る
の
杜
」

職
員
の
指
導
の
も
と
、
盟
友
が
お
手
本
を
見
せ
な
が
ら
う
ど
ん

作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
麦
粉
か
ら
う
ど
ん
を
作
る
た
め
、

力
強
く
生
地
を
こ
ね
た
り
打
っ
た
り
と
、
子
供
た
ち
は
苦
戦
を

し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
と
協
力
し

な
が
ら
楽
し
く
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
う
ど
ん
作
り
の
ほ
か

に
も
、
生
地
を
寝
か
せ
て
い
る
間
、
小
麦
粉
は
ど
の
よ
う
に
で

き
て
い
る
の
か
を
小
麦
の
生
育
過
程
か
ら
説
明
し
、
質
問
に
答

え
て
い
ま
し
た
。
質
問
の
中
に
は
、
畑
に
は
ど
ん
な
虫
が
い
る

の
か
や
、
農
家
に
な
っ
た
理
由
な
ど
た
く
さ
ん
の
質
問
を
受
け

ま
し
た
。
今
回
の
う
ど
ん
作
り
は
農
家
が
育
て
て
い
る
小
麦
が

ど
の
よ
う
に
し
て
普
段
皆
さ
ん
へ
届
い
て
い
る
の
か
を
知
っ
て

も
ら
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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10
月
31
日
（
木
）、
南
幌
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
あ
い
く
る
内
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
、
第
38

回
南
空
知
Ｊ
Ａ
女
性
部
長
並
び
に
歴
代
部
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
、
南
空
知
Ｊ
Ａ
女
性
部
に

よ
る
輪
番
制
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
が
当
番
を
担
い
、
南
幌
町
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
７
つ
の
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
30
名
が
参
加
し
、
集
ま
っ
た
部
員
の
皆
様
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
に

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
第
28
代
部
長 
奈
良
岡
雅
子
氏
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
終
始
会
話
の
絶

え
な
い
食
事
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
あ
と
、
今
年
度
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
〝
単
組
対
抗
！
モ
ル
ッ
ク

大
会
〞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
函
館
市
で
開
催
さ
れ
た
モ
ル
ッ
ク
世
界
大
会
に
出
場
し
た
、
当
Ｊ
Ａ

職
員
を
講
師
に
招
き
、
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
の
も
と
、
終
始
大
盛
り
上
が
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
な
り
ま
し
た
。
上
位
３
チ
ー
ム
、下
位
リ
ー
グ
１
位
チ
ー
ム
に
は
、景
品
と
し
て
南
幌
町
の
特
産
品
セ
ッ

ト
が
贈
ら
れ
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
自

身
の
女
性
部
で
も
モ
ル
ッ
ク
を
行
い
た
い
」
等
々
た
く
さ
ん
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
当
番
女
性
部
員
一
同

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
来
年
度
も
元
気
に
再

会
で
き
る
よ
う
祈
念
し
、
当

Ｊ
Ａ
女
性
部
第
30
代
部
長 

松

本
豊
美
氏
の
挨
拶
に
て
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

女
性
部
短
信

第
38
回
南
空
知
Ｊ
Ａ
女
性
部
長
並
び
に
歴
代
部
長
会
を
開
催

　

11
月
７
日
（
木
）・
８
日
（
金
）、
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
国
際
館
パ
ミ
ー
ル
に
て
、

Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
大
会
・
北
海
道
家
の
光
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目
は
、
家
の
光
記
事
活
用
体
験
発
表
が
行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
白
倉

ひ
と
み
部
長
が
、
約
４
０
０
０
人
の
女
性
部
員
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
４
名
の
発

表
者
の
う
ち
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ―

を
務
め
、
緊
張
し
た
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
練

習
の
成
果
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
堂
々
と
し
た
発
表
で
、
多
く
の
方
か
ら
ご
好
評
い
た

だ
き
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
２
日
目
に
は
、
初
め
て
の
試
み
と
な
る
、「
農
業
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
in

北
海
道
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
単
組
、
関
係
機
関
な
ど
合
わ
せ
て
32
団
体
が
モ
デ

ル
に
な
り
き
り
、
地
元
の
特
産
品
を
P
R
し
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し
、
出
演
者

も
観
客
席
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

２
日
間
、
様
々
な
地
域
の
女
性
部
員
の
皆
様
と
交
流
し
な
が
ら
、
楽
し
む
こ
と
の

で
き
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
大
会
・
北
海
道
家
の
光
大
会

JAnanporo・6
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長船技師による営農情報！
ＩPＭ（総合的病害虫・雑草管理）とは     
　本年も、あと残りひと月になりました。ここ数年の気候変動に伴い、今まで見たことがないよう

な病害虫の発生などで防除に苦労が多い年だったと思います。

　今月は、農薬に頼らないＩＰＭによる防除体系を紹介したいと思います。

参考資料：農林水産省   総合的害虫・雑草管理（ＩＰＭ）実践指針より抜粋

２　多様な防除方法

病害虫や雑草を、農薬だけでなく、天敵生物や粘着版など、あらゆる手段を駆使して防除することです。徹
底的な防除ではなく経済的な被害が出る水準以下に抑える管理方法です。

IPMは①予防的措置②判断③防除の３段階が基本となります。

（１）予防的な措置：病害虫や雑草が発生しにくい環境を作る
　・輪作や圃場の排水性の改善など耕種的対策

　・土壌消毒、抵抗性品種の導入、種子消毒、フェロモン剤を活用した予防

（２）判断：防除の必要性やタイミングの判断
　・北海道病害虫防除所の発生予察情報の活用

　・圃場観察

（３）防除：多様な手法による防除
　①物理的防除
　　・アザミウマ類の行動をかく乱する効果を持つ赤色防虫ネットや光反射シートの利用

　　・太陽熱を用いた土壌消毒

　②生物的防除
　　・天敵や微生物、フェロモンなどの利用

　③化学的防除
　　・化学合成農薬の利用

１　IPMとは

ソルゴーによるアザミウマ対策 粘着版によるアブラムシ
アザミウマ対策

フェロモントラップを活用
したカメムシ対策

IPMによる防除体系 防除の必要性やタイミングの判断
・発生予察情報の活用
・圃場状況の観察　など

判
　
断

病害虫・雑草の発生しにくい環境の整備
・耕種的対策の実施（作期移動、排水対策など）
・輪作体系の導入　　・抵抗性品種の導入
・伝染源植物の除去　・化学農薬による予防
・フェロモン剤を活用した予防　など

予
防
的
措
置

多様な手法による防除
・生物的防除（天敵など）
・物理的防除（粘着剤など）
・化学的防除（化学農薬）
など

防
　
除

病害虫の発生状況
から経済的被害が
出ると判断
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農業者年金
巡回相談会
開催のお知らせ

令和７年 月 日（木）

開会 （所要時間 時間 分～ 時間）

（ より受付）

場所： なんぽろ ２階中会議室

農業者年金に精通した外部講師を招き、農業者年金の受給手続きや仕組みな

どをわかりやすく解説いただけます。農業者年金の受給予定者（ 歳以上）

の方やご加入を検討されている方など、この機会にお気軽にご相談下さい。

また、相談会に参加を希望される方は令和７年 月９日（木）までに下記の

お問い合わせ先までご連絡をお願いします。

をつけなきゃいけない

【お問い合わせ先】 南 幌 町 農 業 委 員 会 電話

又は ＪＡなんぽろ 農業振興課 電話

農業者年金は確定拠出型

で、自分で積んだ分が還っ
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青年部
ポスター
コンクール
受賞作品

青年部
ポスター
コンクール
受賞作品

JAnanporo・10

編
集
後
記

編
集
後
記

発
行
　
南
幌
町
農
業
協
同
組
合
　
〒
069－

0293　
空
知
郡
南
幌
町
栄
町
1丁
目
4番
7号

TEL 011－
378－

2221（
代
表
）、011－

378－
2274（

直
通
）　
FA
X 011－

378－
0846　

発
行
日
　
令
和
6年
12月

1日
　
企
画
・
編
集
　
営
農
部
農
業
振
興
課
　
印
刷
　
㈱
ト
リ
ム
シ
ス
テ
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.ja-nanporo.or.jp　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
koho ＠

 ja-nanporo.or.jp

私達のJA

組合員
（前年同期比

正組合員
（前年同期比

准組合員
（前年同期比

正組合員戸数
（前年同期比

2,625名
▲39名）

415名
▲15名）

2,210名
▲24名）

261戸
▲10戸）

令和6年10月末日現在

人
事
異
動
は
左
記
の
通
り
で
す
。

退
　
　
職
（
10
月
20
日
付
）

▽
水
沼 

諒
太
（
旧
部
署
：
金
融
部 
共
済
課
）

職員人事異動

　
雪
が
降
り
積
も
り
、
車
の
運
転
も
注
意
が
必
要
な
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
外
も
急
激
に
寒
く
な
り
、
外
に
出
た
く

な
い
く
み
あ
い
だ
よ
り
担
当
の
上
地
は
、
最
近
買
っ
た
ド

ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
3
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
を
温
か
い
家
の
中

で
ぬ
く
ぬ
く
と
進
め
て
お
り
ま
す
。

くみあいだより担当の上地は、女性
部の歴代部長会に参加し、モルック
を体験しました。

　
11
月
定
例
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議
　
　
案
】

１
．
規
程
の
改
正
に
つ
い
て　

２
．
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
．
第
７
回 

営
農
振
興
組
合
長
会
議
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

２
．
エ
ー
コ
ー
プ
な
ん
ぽ
ろ
店 

上
半
期
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

３
．
令
和
６
年
度 

南
幌
町
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
の
水
稲
操
業
状
況
に
つ
い

て

４
．
10
月
末　

農
産
物
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

５
．
10
月
末　

蔬
菜
販
売
状
況
に
つ
い
て

６
．
定
款
第
54
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て

７
．
10
月
期 

Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
つ
い
て

８
．
内
部
監
査
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

９
．
令
和
６
年
度 

負
担
金
の
支
出
に
つ
い
て

10
．
マ
ネ
ロ
ン
等
の
防
止
に
か
か
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

11
．
令
和
６
年
12
月
か
ら
令
和
７
年
４
月
ま
で
の
主
要
日
程
に
つ
い
て

12
．
令
和
７
年
度　

職
員
採
用
の
内
定
に
つ
い
て

13
．
有
価
証
券
の
取
得
に
つ
い
て

14
．
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
お
よ
び
反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
排
除
に

係
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

15
．
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
の
運
用
実
績
に
つ
い
て

16
．
10
月
末
財
務
状
況
に
つ
い
て

11
月
25
日

理
事
会
報
告

▲銅賞（佐藤奏音さん）▲銀賞（村井莉乃さん）

▲金賞（前田千穂さん）
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